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和文 8時 鼓曲牲tqL入hif(1イナーイT,のB7*牡Ittの放下に出すZ･Zt虫 59

▼イトの吸水玉の比tCを弟2に示す｡
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(1)ESStTイナーイトの肴成分耳矩及それ等のm

合せた混合柑 こついての用 の悦 を7テったが市波分

榊 について1-_水lこ伏り望潤は包 め られす IiGrと

pIlC のyA･と 2(H.XO一実は にゞ 01(班ひE.Ji紫)

との混合振のみが*l二位b均 した,

(S)ゞGINC ゲJL･に軒 Tろ村長の丘の捗れ汲

び水の事大に及ナ影響について鴨 したのにF3の如

くなった.これに紘ろと軒梅=丘の棉血するにつLt.てぴ
i) J

.oi 小 一..小巾 ･L}.

dtL一山か,-l

I . ;:: --

元も幹人も73しいがそのJtに比例はしない 上うであ

る｡

(り ゲルの可抵性の堕潜 入J=及す排

Z(H.rol上 :CG-ドIC ゲルを Ilに脚 とも

もの●こ.つき粧 した,順 の･L一七'/H+_1I-TI

t9yと糊 の的!打である｡棚 -_iqiの如く1L

ろ5

むら可群i書中を浪合としてもつJi文′イナ▼

イ>は攻をl:り捜m又は水に葱して甘 く時九二扶 り焚太に化野 するも

のであろが.己屯茄拙 文はJm ′-クブイYのh'L/_{

混合する市に伝り現担任と吸水性を政下せしむる7Fがftl来ろ｡兼官良に耶L

RJl熊峨汚士の抑相野ji･に的特正文,村Eq庄和iLのPIJノ)をfrlたこと女郎す る｡
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l 従車OEtま

(1)rJl 禁 鼓

この方法は℡廿の軸 力の大小を帯定Lm の起

仏力とい1.よりもむしろ殿 のFi耳性を扱桝 ~るもの

でもろカ:℡書の願 力と朋 力とは必ずしも同一とは

℡-ねiI.ら之等の方法ftm妾法と稀すべきものでi･ら

～｡
n由 板 R Za

･N)mTrL千九 序さ4m.n～8mm の舟板を超25rnrn

芯J･e30rrtm fSl度のガス管の上に牡き田管を飴掛 こ在

仰 こ立てて泡はし鉛版｣･に生t;た嫌奴及静子Lの校兜に

伐L)田℡のAむむ邦忘する.之は鼓として田町堀部軸

I))llJの托腔を拍する封飴と見なされる｡

b釘 釈 放

この-JJ法は7ノ.)別こ於て生として芯宗冊 の紬

にFHひられるものでぺけ九釘に芯℡S･抱びつけて逸機

させ釘の折れLtbIJA合から可苛の且香を列窪する｡釘

と町管とのPJ鞘 を一定にするため雷管を 22番架抱で

2ヶ所くくJ)雷管朕を軒の田も1ち12i吋片して釘に拓

んIC捌 する｡この方法:三田菅の脚 Lg]の狂度を見

ろ細 と見なされる｡

C.J{旭l畢密計に伐るiEI定

K粥t症鮒 に探る雷管の蛙珊 方向の望東を帝足

して成ノ油絵するものでこのJS(イ)′J､聖延納 泣

叫 JいられることもあJ)ZにはtF通の雄虎紬 よりも

丈に小g!のBI桂が'Mf]されろ｡又 (E,)ChcmTech

Rel｡t､泌'ntAltの研究に肘 tは冊 の奴は力は主とL

t征圧に依るものとされてゐるが同所の政見確定抑 ミ

鵬 に伐る叙任EF面の草化の補正を考F&に入れ てゐ

ろ｡(〟)懲束の KASl狂度計 (及小野正好計)に伐

るIrI竹の荘脚 定に付ては長谷郡谷普氏の食尽な研究

がある｡

't抑顎に伏,-'測r-jiZ

小潮 脚 釧 iLFるものであって正糾 ■) lCOmTn 両

さ 】00 "lm の出巧を川ひろ｡この損失は'J廿のェネ

JL,f一五を如し恋はノ)とLと柏芯枚数 ･｡ -

C小柳 7･H段

･JI世の庇方向への煤力を荘子の握れに俵 l}W,たす
4J
ろ｡この方技もLE亀 虫様J)を糾えるものではなくそ

の比咋 加 7-J-け ものであるが小5g訂管 (･T(03)の如≧

方法としてIi十分であると官ほれてゐも｡

E芯甘坪臥細

砂中に件さ8mmで50mm 平方の抽象を℡きその

J･に芯℡生抜.こき=き砂でうめ上方に忘さ ISkgの砕

汁(荘現 細 mm.郎 FH Omlnの政等)をおき亀喋

して鬼坂J)三がりA合に放って珂定する｡

gXIEl投影1二位る方監

H入.那 ,荘繁茂,守あ迂行族配の抑7

h 色 片拭食

餌廿の洲 に伎勺生じた鼓片の大小,たせ即 して

その法力をキ廷する｡

以上の方出 土すべて町℡oT,接力概 でもろが盆は

-))を脚 ろ}J檻 ではJI-いので甘管の屯悠)泊 伽 '･木

父的なM出となる砂合には何れも捷めて不滋足である

ことは蝕 の数えろ通りである｡そこで切甘のなはカ

を脚 Siせんとする正弦泣とでも宝.=･べきカ故が果

策されてゐるがそのItなるものは次の如くでもろ｡

(2) 拡 凍 法

fL感慨粥拾

問管の軸の枝盛抜上的 】ornTnの正に雌 包むおき

yJltfの屯腿に伐 I)促熊也の殉煤の成否を披する｡この

事城 瓜…雄が 】Ot,m 以上あればAurLとする｡然しmW

が煤集と頚した棚倉の短牌 講とEEi#の火なろ抽合の

棚 許とは必ずしも同--(･か ･｡

b,砂 R Ea

TA)br及び.Ilur汀状 の監案に基づ(ものであって

細 ボ ン-J的r=鈍停な 20-刃善の乾奴石英砂を入れ

この巾で信管を榔 させ六に鼓辞された砂を卸 して

その革帝掛 を 30妄透通丘にて表す｡ この方汝はtg

℡の示す触太鼓拝力を乱舞潤定する方法It･もろがこの

歳時力と捉集l=軒する母曝カとは必IfLも芯似しない

でもらう｡

C 粍化ば兼拭n

この方淡は軒初 h:F.sopが没軍し後にL Wuhler

が改良法を,PIiた｡Wuhlerは 卜yニトp.シ17-JL･

に鈍感相とLて一元Iの一ラブイン泡を加へたものを大

童払Z;管に脚 しこのFl･に糟 雷管を入小紙 打Å畑

にLZ{)舛正した｡T廉鉛板を打貧さはろ出合劫のハク

7イソ独タJで似て丹野の恕曝力i/栽した｡

Jtの方法では外野の正位等に桟実力;影守されるの'C

llcTZはtt脚 としては全く平id]的なもの 触ゝ りを

牡案した9此の和合には'D管rJ底のg.成 しか分 らな

い,又儀は T:tTT に扶り搬 化した D.TilT の虻

川を丑果 Lた,彼に b S一,如 Ld及びGloblF:も研兜

し,y!に HALLlと t;舵nCZ]の決定的併託に伏l)深川J
された}JJ班は用hlの如くタJL･クと T N T i【色合劫

を川ひる方法である｡t汀管の転陛JjL士,この紺ヒ噂租
が丁皮は持し7tJないJX合のダ/･クの斧有立で誘はすか

又は-r=AL丑のqJL･タを入71j=賀化貨発を川ひては帯さ

せた恥合の促缶威力を如 又に狂ZE計文lf籍句に

映りgI'aしてJさすのでもろ｡

d 抱'A投射バ9

2は一定¥器内で軽索を挿入した信管を,唱書せしめ

施策に染して{37九1_,硬さその怨船群蛭に放りおば力を

那 せんとするものであら｡

C銘化ty㌍服 と捗誠 の包/.,-せ法~



j i 二

之はアJプhのRL Gr.t)iJF.TIEAZ]g氏に

依り比也愉 丘附 されたもので 1三･op-Haldf唖 と

EhTtAuOl mlE旧 の砂嬢 を抱合せたもので rrNT-

とF亡三0'の鎚合物で前者を70-め,';含む｡之S･5g

℡管のtは.OJ=つめ1,(氾〕gの世申砂内 でボン7中で

脚 させ 30毒 を通る抄のJLをボって℡廿の現さを如

す｡

) 複兼の軸 正の汝鮎

以上榔 三小相 法.三一つの便法でもって訂℡の起

爆力を棚 的に鼓すものではない｡又正如 沖fともな

繰力をJlく騨現するものと考へられてみろ銘で御 地

も91在の腿粕 の見場から見ろと板碑lI')に不合冊な由

がある｡比の'Jju:-が提案ざれ 株川された町 封土ダル

クの如き不捕牲杓を T二ヾTの如き櫛矧こ弧合すれば

出東上った脱会朋 はiR合したタんタの,･.'に比印して

そのぼ井蛙を強ずるとEL'itされ このCl'ih :HA!d法

の松本払泡であった.

然しその彼Ibl吐鵬 にtTてFtlまれた妙 の折死に映

ればかくの如き店棚 也の加法蛙は一般的には抑圧

しないLDであって例えば話鼓盟… に放て拙 攻分

に乾点成分S･iR合して行くと髭合+と連繋のC3]QTJLL休

が舵 であることはTU-td ).の研究に依り明で

ある｡l司Pに茶性連の成分と畑 地J)成分のiR令牡の

捉並も加成性を示さぬことは Ih rl船tの粁死に依り桝

であって又狂女按分にダJE･タや丁 ･̂iiケ上等を況合

したJS合ULtT紬の柳 .三先づこの貰!i混成分の脚 に

扶てのみよ正され S ･̂タqFは郷-JZIJD促ZiE;って蜂

過にはその窃nEl占棚 以外に何羽 は主を及li三言ねこ

とはRPの研究に伎って明Lこされてみるのであって一
任東巧へらJLlこ如くTJ'T タ̂ ･タik合抽はぜ♯性と

い,E見地からは軸一位とは見られないのでむしろ不tl

rtaと止るべきである｡¢ち批/LJL物のば恥 とタ̂ ,P

のiR令叫従って又それと口管q)也は力とは絹堺な比例

脚 糾 fさないか らこのカ法rま令Nl'ほ官へない.然

し-3)'瓜横松に位らねは姐 jJの合JWJ..拭投法はmら

れねから,そこで爆穿成 分に加-て比朗触 こ之を鎧LL

L懲ら環化qを求めillま.'T_'rJ r= い ｡

又この耗化q､三保箆生成柵と丘考するもの'Cもって

LLならない｡こ7)見均か■.埋立的TL=成分の虹合せは

EE下のJaR怒らか .が他 Tl的の見地をも考へて着JfeS･

は水に拭I)民化された軸 Tンty相弔を鎚化坪発と

して里推した い｡孝丑的fijt化せ7!としては水と任書

の折合でiLLJn･すら輝き比良分でFE呼者達で叔薮安全便

利T=ものがE3られ Iゝf良いのであらが之は半操の合改

研究を必中とするでt,ちう｡
TV 541貸且長を日ひる恕注力は書法

孤汁Ty4ン雌項は水分を加えて行くとよ成分の珊

仕 1ン･Byは水に軒ネして.そjけ:'け煙雛 を汝t:て

行く｡籍管服 .柏は沖 ,へブス榊 の世は水
分のJ8血に従って出少してrTくir;この或少1心 的で

はないが襲2の如くBlM約であろ｡

ま 2

委7,蔓 J< 0 I 2 3 4 5 - B

狂虎や mTn)2･5120HS l06947317l･SO

娃って銭化句としての琳 ‡水は適兼なものと宵へ

ろ｡鉄に水は煤署のセ也 成功であるからこの薪完全

に不活性と考へて良い｡水と柵怒願 軌 二位丑にiZL合

すろものとし'Cは印RITyやyが連添である｡粥2は

エ粟1116鮒 か℡女川ひて11Jた也であらが工gilPE佃 と

なるのは6抑 滑を小心とした庇であるからrl℡甘の

色感JJ純蛇 としては畔 の水分を含む漸 枚潮 を

用ひ名倉の-I/ス5E皮雌 に従って技作し,伯られ

淵 的な似て℡廿D棚 力を雌 ｣するのがuTの

戎良い方法であると考へられる.但し雷管の邦人l三芳

朕迄とせ-1T挺長の的半ば比とし田腎劇 及びl那h-のむ

煤力を作用させわはならの｡佃この脚 の堰切良力

EP.>胡 された程度は,朋 又はカ スI瑳g打I.押正月

子又は日夜革に怯ってtAい'Cもらう.,

私

腿
へ
'

ス猛
虎

康

棚

水 分 含 有号 % 一

以上述べた如くこの方比は卿 に考へてrlTの店

叔良の方法と-3へられるd･1t松帆にも東郷JLW _'IIFrl

宅戊矧 +R も細 でもI)叉その聖戦に依り丈に鍔盟と

なる巧なはのJl否が同比になろのは先 ずこの他 ;r一

昔.こもけら7LろわけであるカLf'工芸柘百官のtflJ性を

荘bちか -ちも･i5切t.わけである｡荏束雷廿の胡 力

雌 としては瓜吐的にもt川釣にも草加たちJJ瀧が

なかった生垣以力の内宮,雌羊の維 監蟹Q)n '.市況

耶官D単R,蒜jh Fl攻守とElの朋 力oLBI臨写にtt

ては慕班的な血入ったFFか J･行ひ得ず箆のJZ℡tF嫌
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とl王は力とのBE簾も再披村をalする時期にあるものと

考えられる｡

エ東関冊 のt蛙 の卯 にして十分なろ取界はJt等の

軒先を,IP て技.はt:めて糊 ナろでもらう｡
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導 火 線 附 雷 管 の 吸 濃

(唱 和 24 LrL'JJ 2Jn真 zl)

坂 巻 喬 ･三 井 志 郎

(n本n:素早禁LT3才)

L FTl Li

tZZ7tr.こ将火与を培帝して蓉由にmひろ】む合,弧資の

高いtt内苛に於て.時 としては不出J)現負を見ろ申分

が もろtZである｡この不夢の掠瑚 としては.払柵 の

書付けが現すぎた長に,苛火Vh町IDa汎或は垂の途

中n火を生ずろ事 もある'Cも8̂ が.そのセ たるもの

はEl弧L=上るtiGE飲下T･はなしかと;Y'へられるb よっ

でこの玖誠に上る町野並びに町火株の性nz:位 ドを除封

する印 とした.

Tl 甘tl方法

殆 Tの如く,4ZFに点潜雷が拷(･IL+ボス全にして一ZJi

束の支払がEI由にIiI東ろ如 く,百官を長 さ 2St:m に

空 し

紘宙Q喝 Z-一一｣5一････■
･T.早 さだヾ●'ごく

.aItt;･･:31,-I-
1史.旦

切拝 したろg火投を,E]化前足支持付25'cryろく脚

し,水入りfL･ケ-S-Jflに一大の 3fIの九度L=於いて
吸泊 させた.,加ユ作存方法は電完恒ヨ2!巾にデシケー

ターを入れた｡

(I) 迎*有泣 (中土JtOoq にて仲祥

(2) iJIZF50EC-LOeC にRF改床存

(3) iA皮 50oCに追抜何存

11抱 (2日 3)の均1げ シケークーは肝にr～.郡5!75'L大

兄耶と等 しくTJ:ろば ,ツタを附 して桃 細 川柑む桝へ

た｡併 してBP与It封をItl)EllL.その劫火以Aaな行ひ.

班yAに上るg火映の蝶火払 付火蛙,珊 の折火蛙の

佳正位F乱 汲TJ:.=163(2日 3)にFtてはロ廿のBil
tJjLtEaを行った 田甘の速球11多投 として は,t申
(2)に於てI._SX切 り0mm の者転を牧田+ろ餌

過 .書白 (3) に於ては批 菅巳白けのN L.緒 行

ひ.役宅の柵 Ii牡火棚 /_,月払さ中{･行ひ鼓Ffllr中の

大f=ろものにtEいて打* したql上り威力を,推瀬 した,

) 7 8 8 4

1始 (り 平勾 】O;C の官淫の屯倉 払梨を炎I

Lこ京ナ｡
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